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　近年、経済安全保障に直結する「資源制約」への対応として、サーキュラーエコノミー（循環型経済）の重要
性が急速に高まっています。しかし、製造（動脈産業）と再資源化（静脈産業）の断絶や、技術・市場・制度の
非接続といった重層的な課題が壁となり、いまだ多くの産業が従来のリニア経済から脱却できていません。本書
は、こうした構造的な課題を単なる抽象論で終わらせず、具体的な技術と「循環バリューチェーン（CVC）」構
築の実践を通じて、その突破口を解き明かす一冊です。企業、自治体等による事例紹介のコラムも多数収録して
います。
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次世代へ続く循環の輪を広げ、持続可能な社会を築くための、実践の書！

循環バリューチェーンで拓く
サステナブル社会
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